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▼ 新年会を終えて 
 去る２月４日土曜日午後６時より南北海道外洋帆走

協会の新年交礼会を開催いたしました。例年より若干

人数が少なかったのが気になりました。会場が万惣に

変更になった事も影響があるのかな？しかし背に腹は

代えられません外帆の懐事情もありますし・・・。 

 新年会終了後の２次会も大いに盛り上がったようで

す，外帆の会員，家族含めて２４名もの宿泊者があり

ました。 

来賓も海上保安部より山口課長，函館市港湾空港部

より妹尾部長，体育協会より笹浪副会長，小型船舶安

全協議会より中谷会長，函館ヨット協会より田畑理事

長が出席され大変有意義な時間を過ごさせて頂きまし

た。来年の新年会には何か余興も計画したいね！な～

んてすでに２０１３年へ向けて歩みを進めて参ります。 

 

▼恒例のSKIツアー 
 毎年、冬の交流の意味も含め小樽、函館、青森の順

番（不定期）で企画運営しているSKIツアーが今年は室

蘭の福田先生のお世話でルスツリゾートSKI場で行われ

た。宿泊場所はゲレンデの真ん前２４名定員のバンガ

ロウ！参加者は福田夫婦と息子さん、小樽からは菊池

隊長他４名、青森から間山さん、函館からは亀谷、井

口、荒山、山本夫婦（サンバード）橋本、石川兄弟、

札幌から石村、のメンバー、２日間あいにくの天気で

乱風状態、深雪は楽しめたものの、極寒の中やや疲れ

気味、しかし、料金も高価な分ホテルの温泉、夕食・

朝食は最高で、特にバンガロウは本物の木を燃やせる

暖炉付、外気の気温とは比べ物にならないほどの室内

の暖かさ、部屋も広く２次会はいつもの酒盛りで日本

酒（青森の田酒）やワイン、ビールが翌朝には山積み

状態、話は戻るが夕食バイキングにこっそり持参した

ワインや缶ビール、最初はスタッフの目を盗みのひや

ひや状態、しかし、酔いがつれるに段々と大胆に！菊

池さんと橋本が並んでの食事はだれも注意できないか

も（あっ！失礼）と言う分けで今回も楽しいツアーで

した。ちなみに石川兄弟は２日目の強風に一度はゴン

ドラ乗り場まで行き着いたが他のメンバーにはぐれ継

続断念し帰還し一路函館へ！昨年発デビューした我が

愚息は出発３日前に水疱瘡で今回は棄権！来年は小樽

チームがコンタクトするとの事で天狗山か朝里かはた

またどこの山が飛び出すやら。毎回思い出に残るツ

アー、皆さん来年一緒に参加しませんか！！ 

石川 彰 

 

＊＊＊函館から沖縄へ、沖縄から函館へ＊＊＊ 

                                Ｖｏｌ．３ 
 

10月25日（月） 晴れ  宮崎 

 宮崎港停泊７日目。連日の強風、雨、すべて秋雨前

線のせいだ。強風を避けるため広い港内をたびたび移

動する。一般的にはなにかと芳しくない評判の港湾の

役人だが、ここ宮崎港はとても親切だ。波、風の当た

らない場所に誘導してくれたり、普段は外来船お断り

というような船だまりにも話をつけ係留の許可をとっ

てくれたりする。漁協ではシャワーも使わせてくれた。 

 

 

宮崎港に缶詰めも７日目ともなるといささか疲れてきま 
す。今夜は芋焼酎「霧島」とカツオの「酒盗」で元気をつ 
けます。 
 

10月26日（火） 晴れ  宮崎→内之浦 

 ようやく宮崎脱出。今日向かうのはロケットで有名

な内之浦だ。北西、風力３～４。波なく、快走。いい

気分で帆走していたが、都井岬からはコースが西にな

る。したがってクロスホールドだ。風が前にまわり、

盛大にしぶきをかぶるが１時間半の辛抱。15：00内之

浦港に到着。隣の漁船に声をかけられ、サバの干物6枚

もらう。お礼にサッポロビール2本。船舶番号に「北海

道」と書いてあるのでどこの港でももてる。夜中、風

向が変わり、風も強まったので真っ暗闇の中＜マイ

ウェイ＞を対岸に移動し漁船に横抱きする。 

 

10月27日（水） 晴れ時々曇り   

内之浦→山川（やまがわ） 

 台風14号の進路が気になるので時化気味だが避難の

ため山川港へ行くことにする。山川港はこの辺りでは

台風に対し最も安全と言われている港だ。07：00出港。

北北東の風、風力５。港口はすさまじい波だ。幸いな

ことに沖は連潮。まわりは一面の白波だが太陽が照っ

ているので不安感はない。10：30佐多岬を越え山川に

向かったが、それからが大変。風は山川から吹いてく

る。タックタックで4時間。15：00ようやく入港。鹿児

島の下山氏、今井氏が出迎えてくれる。台風は明日接

近、通過という予報だ。 

 

10月30日（土） 晴れ時々曇り  山川 

 台風14号は全く影響なく通過。拍子抜けだ。ただ海

は今日も時化の状態が続いている。出港は無理。しば

らくここにいることになりそうだ。ネコたちものんび

り。 

 

11月2日（火） 曇り時々晴れ  山川 

 27日以来山川港に停泊。この間、鹿児島県の漁業取

締船の古木氏と鹿児島見物、横抱きさせてもらった

「漁政丸」の池田夫妻と鰻温泉（素朴というより原始

的な温泉、とってもいい風呂）へ。首折れサバの刺身

も初体験（うまい！）。ジブの破れの修理（手縫い）。

コインランドリー。風呂。買い物。給油（ここ以南で

は沖縄を除きガソリン、軽油などとっても高いとい 


